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▍ちゅうぎんグループの変遷

2022年
10月

　当行は、「自主健全経営を貫き、揺るぎない信頼と卓越した総合金融サービスで、地域社会とと
もに発展する」という経営理念を掲げ、これまでお客さまのニーズに的確に対応できる健全な企業
文化の醸成を図り、地域社会の発展に向けた活動を展開してまいりました。
　一方で、昨今の地域社会を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化等の社会構造の変化に加え、
新型コロナウイルスの感染拡大やそれを契機としたデジタル化の進展、また、地球温暖化に対する
脱炭素に向けた世界的な取組みの加速など、様々な社会課題とともに急速な変化を遂げておりま
す。このような環境下で、個人の生活様式や企業の事業活動も大きく変容するとともに、地域社会
やお客さまが抱える課題は多様化・複雑化し、地域金融機関が果たすべき役割も大きく変化してい
くものと考えております。
　こうした経営環境のなか、当行グループが地域社会の持続的な発展に貢献するために、これまで
以上に「業務軸の拡大」によりサービスメニューを充実させ、それらを提供し続けられるための「経
営資源の適正配分」を実践し、「グループガバナンスの進化」を追求し続けられる組織体制として、
持株会社体制に移行することを決定いたしました。また、グループとしての一体性を醸成するため、
上記経営理念に代えて長期経営計画で定めた長期ビジョン「地域・お客さま・従業員と分かち合え
る豊かな未来を共創する」を新たにグループ経営理念として制定しております。新たな経営理念の下、
経営環境の変化に柔軟に対応しながら、地域社会・お客さまと相互に発展する持続可能なビジネス
モデルを確立し、金融を中心とした総合サービス業へ進化することによって、企業価値の向上に努
めてまいります。

「金融を中心とした総合サービス業」
へ進化

地域へ新たな価値を 
創出し続けられる組織へ

持株会社体制へ地域社会・お客さまと相互に発展する持続可能なビジネスモデルの構築を目指し、 
10年戦略の実現に向けたフレームワークをより高い次元で実践し続けるため 
持株会社体制に移行します。

1 持株会社体制への移行の理由・目的

中国銀行創立

1930年

中銀保証設立

1979年

CBS設立

1981年

中銀リース設立

1982年
中銀カード設立
中銀アセットマネジメント設立

1987年
中銀事務センター設立

2000年
中銀証券設立

2010年

せとのわ設立

2020年

ちゅうぎん
キャピタルパートナーズ
設立

新設会社（予定）

※新設会社は、持株会社設立前に関係当局の許認可等を前提に設立する予定

ちゅうぎんヒュー
マンイノベーショ
ンズ設立

2022年
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経営理念は私たちちゅうぎんグループが果たすべき使命を真に示すものとして、長期経営計画
「Vision2027 未来共創プラン」で定めた長期ビジョンのフレーズをグループ経営理念としています。
理念体系は経営理念のほか、目指す姿である経営ビジョン、すべての役職員が共有する価値観であ
るちゅうぎんバリューで構成しています。

グループ全体でこれまで築き上げてきたブランドである「ちゅうぎん」を冠することで、当行グループ
の持株会社であることを明確化し、長年培ってきた金融を中心としながら、これからも地域社会・ 
お客さまとともに発展していきたいという想いを込めています。

本店所在地 岡山市北区丸の内1丁目15番20号

代表者 取締役社長（代表取締役）加藤 貞則
[現 中国銀行 取締役頭取]

事業内容 1.  銀行その他銀行法により子会社とすることができる会社
の経営管理およびこれに附帯関連する一切の業務

2.  前号の業務のほか銀行法により銀行持株会社が行うこと
ができる業務

資本金 160億円

設立日 2022年10月3日

決算日 3月31日

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場

単元株式数 100株

2 理念体系 3 持株会社の概要

Mission
私たちが社会で果たすべき使命

（私たちの存在意義）

Vision
私たちが
目指す姿

Value
すべての役職員が
共有する価値観

Code of Conduct
すべての役職員が

守らなければならない行動基軸

グループ経営理念
地域・お客さま・従業員と分かち合える 
豊かな未来を共創する

経営ビジョン
地域のお客さまに ｢選ばれ｣ ｢信頼される｣ 
総合金融サービスグループ

ちゅうぎんバリュー
（前 「ちゅうぎんの心」を承継）

お客さまへ お客さまとのWin－Winを目指します

個として 仕事を通じて夢を実現します

会社として 働きがいと成長の場を提供します 

企業行動
規範

企業活動を行うにあたり社会の一員と
して必ず守らなくてはならない基本的
な事項

行動指針 役職員一人ひとりが業務遂行にあたり
考慮しなければならない具体的な 
判断基準
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2022年10月3日を効力発生日として、当行単独による株式移転により持株会社を
設立することで当行は持株会社の完全子会社となります。

※「戦略系コンサルティング会社」は、持株会社設立前に関係当局の許認可等を前提に設立する予定

STEP １
持株会社設立後に「中銀リース」「中銀証券」「中銀カード」「中銀アセットマネジメント」

「せとのわ」「ちゅうぎんキャピタルパートナーズ」「ちゅうぎんヒューマンイノベーショ
ンズ」「戦略系コンサルティング会社」の計８社について持株会社の直接出資会社と
して再編する予定です。

STEP ２

株　主 株　主 株　主

4 グループストラクチャー（体制移行の流れ）

▪  持株会社を監査等委員会設置会社とし、取締役会は執行と監督の分離を図ることで、グループガ
バナンスの進化を図ります。また、グループ各社への権限委譲を進めることで、迅速な意思決定
と効率的な業務運営態勢を構築します。

▪   各グループ会社は、持株会社によるグループ全体の経営方針等に基づき、具体的な計画や施策
を自社で企画・推進することで組織としての自律性を高めてまいります。

5 ガバナンス体制

中国銀行 ちゅうぎんフィナンシャル
グループ

中国銀行

ちゅうぎんフィナンシャル
グループ

株主総会

取締役会

中銀事務センター

ちゅうぎんヒューマン
イノベーションズ

戦略系コンサルティング会社
（予定）

戦略系コンサルティング
会社（予定）

中銀保証 中銀保証 中銀保証

CBSCBSCBS

中銀事務センター 中銀事務センター

ちゅうぎん
キャピタルパートナーズ

ちゅうぎん
キャピタルパートナーズ

中銀リース 中銀リース 中銀リース

グループ各社

中銀証券 中銀証券 中銀証券

中銀カード 中銀カード 中銀カード

中銀アセットマネジメント 中銀アセットマネジメント 中銀アセットマネジメント

せとのわ

ちゅうぎん
キャピタルパートナーズ

せとのわ せとのわ

戦略系
コンサルティング会社

ちゅうぎん
キャピタルパートナーズ

中銀リース

中国銀行
中銀保証・中銀事務センター・CBS

中銀証券

中銀カード

中銀アセットマネジメント

せとのわ

現状
持株会社設立前

STEP 1
持株会社設立時

STEP ２
持株会社設立後（STEP1と同日）

指
示
・
報
告

監
査

監査

監
査

選任・解任

諮問

開示・説明

諮問・答申 指
示
・
管
理

協
議
・
報
告

監査等委員会 指名報酬委員会

監査等委員会室

各種委員会
コンプライアンス委員会
ALM委員会
リスク管理委員会　など

グループ
経営会議

経営企画部 経営管理部 人財戦略部

サステナビリティ
推進部

NEXT10推進室 秘書室

グループ
営業戦略部

監査部

中国銀行

ちゅうぎんヒューマン
イノベーションズ

ちゅうぎんヒューマン
イノベーションズ

ちゅうぎん
ヒューマンイノベーションズ
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内発的動機

グループ経営理念

経営ビジョン

ちゅうぎんバリュー

外発的動機

環境問題
気候変動・資源・生物多様性等

社会問題
ダイバーシティ・人権等

CSR

お客さまの多様なニーズや社会課題にグループ全体で寄り添いソリューションの提供を行い、地域社会・お客さ まの更なる発展と、ちゅうぎんグループの持続的成長および企業価値向上の両立を図ります。

「業務軸の拡大」「経営資源の適正配分」 
「グループガバナンスの進化」の３つのねらい
を通じて、事業環境の変化に強く柔軟な組織
体制を構築

6 ビジネスモデル

●❷ 経営資源の適正配分

ち
ゅ
う
ぎ
ん
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

中
国
銀
行
・
グ
ル
ー
プ
各
社

潜
在
的
ニ
ー
ズ
・
顕
在
的
ニ
ー
ズ

既存領域

新 規 領 域

ちゅうぎんグループの価値創造プロセス

事
業
を
通
じ
た
環
境
・
社
会
課
題
へ
の
対
応

ニ
ー
ズ
・
課
題
に
対
応
す
る
付
加
価
値
の
提
供

●❶ 業務軸の拡大

●❸ グループガバナンスの進化
コーポレートガバナンス・リスク管理・

コンプライアンス体制の強化

相互発展

地域社会・
お客さまの
更なる発展

ちゅうぎん
グループの
持続的成長と
企業価値向上
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ちゅうぎんフィナンシャルグループは当行の株主総会の承認および関係当局の認可等が得られること
を前提として2022年10月3日（月）に設立し、同日東京証券取引所プライム市場に上場する予定
です。

8 今後の予定

ちゅうぎんグループは、「業務軸の拡大」「経営資源の適正配分」「グループガバナンスの進化」を成
長ドライバーとするグループ一体運営の強化により、グループシナジーを最大化し金融を中心とした総
合サービス業を目指します。

7 持株会社体制移行後に目指すシナジー効果

グループ営業体制の強化
▪ グループ会社間の連携強化に

より、既存事業会社の売上 
シナジーを追求

▪  グループ会社も一体となり 
課 題 解 決 に 向 け た 多 様 な 
ソリューションの提供

間接部門の集約等による経営資源の効率化・集中化
▪ グループ内の企業間における重複業務の見直しによるコスト削減
▪  グループ内の経営資源の配分見直しによる注力事業への集中投下

年 月日 スケジュール

2022年

 6 月 3 日（金） ▪ 株主総会招集通知送付

 6 月24日（金） ▪ 株主総会にて株式移転計画承認決議

 9 月29日（木） ▪ 当行株式上場廃止

10月 3 日（月）
▪ 持株会社設立
▪ 持株会社株式上場

新規事業展開
による収益向上

コストシナジーによる
利益向上

既存事業の発展・拡大
による収益向上

新たな付加価値の提供による
課題解決力の発揮
▪ これまでグループ内にはな 

かった新たな付加価値を提供
▪ 既存事業との連携強化による 

シナジー効果の追求
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Q. 株式移転とはどのようなものですか？
A   株式移転とは、１または２以上の株式会社がその発行済株式の全部を新たに設立する株式

会社に取得させることをいいます。今回のケースでは、中国銀行の株式全てをちゅうぎん
フィナンシャルグループに取得させ、株主の皆さまにはちゅうぎんフィナンシャルグルー
プの株式を代わりに交付することとなります。

Q. 保有している中国銀行株式はどうなりますか？
A  引き続き保有いただける場合、2022年10月3日（月）に中国銀行株式1株につき、ちゅう

ぎんフィナンシャルグループの株式1株が自動的に割り当てられます。割当てに際し、株主
の皆さまにおける手続きは必要ございません。
 なお、中国銀行株式は、同年9月29日（木）に上場廃止となります。代わりにちゅうぎんフ
ィナンシャルグループ株式を同年10月3日（月）に上場し、同日以後取引所にて取引が可能
となる予定です。

Q. 現在の中国銀行の株式は、いつまで取引所で売買することができるのですか？
A  中国銀行株式の売買は2022年9月28日（水）までとなり、9月29日（木）および30日（金）

は売買できませんので、ご留意ください。

Q. 2022年9月末の中間配当はどうなりますか？
A  2022年9月30日の中国銀行株主名簿に記載または記録された普通株式を有する株主の皆さ

ま、および登録株式質権者の皆さまに対して、2022年12月に中国銀行よりお支払いする予
定です。

Q. 現在中国銀行で利用している預金や融資はどうなりますか？
A  中国銀行のお客さまのご融資やご預金が、この度の持株会社化による影響を受けることは

ございません。従来通り、現在ご利用いただいているお取引店にて引き続きお取引いただ
けます。

Q. 証券コードはどうなりますか？
A  ちゅうぎんフィナンシャルグループの上場に伴い、現在の中国銀行の証券コード8382から

変更となります。
 その詳細につきましては、改めてお知らせします。

9 体制移行に関するQ&A
（メ　　モ）

1211



（メ　　モ）（メ　　モ）
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